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人口減少や高齢化に伴い農村地域では、農業生産の減退やコミュニティの活力低

下が懸念され、更には、農村地域が有する豊かな自然や伝統文化なども失われてし

まうことが危惧されることから、これまで農村の域外に流出していた経済的な価値

を域内で循環させる地域内経済循環を進める中で、農村づくりへの住民の意欲を醸

成し、農村の価値や魅力を活かした取組等を推進します。

○ 自然や景観、伝統文化、生産物などの農村地域の多様な資源を発掘し、そ

れらを活用した農村づくりを支援するとともに、環境美化などのコミュニティ

活動を推進します。

○ 農村の豊かな地域資源を最大限活用した新たな価値の創出や農業関連産業

の導入等を通じて、農村全体の雇用の確保と所得の向上を促進します。

○ 地域住民が主体となった持続的な取組を促進するため、農村づくりを後押

しする役割を担う人材育成を推進します。

農業・農村は、食料の供給機能とともに、国土の保全、水源のかん養、自然環境

の保全、美しい景観の形成、文化の伝承など多面的機能を有しており、その利益を

将来にわたって広く国民が享受できるよう、農業・農村の有する多面的機能の発揮

に向けた取組を推進します。

ア 地域住民なども参画した共同活動の推進

○ 農地や水路など、地域資源の適切な保全管理を図るための地域の共同活動

や中山間地域等生産条件の不利な地域の農業生産活動を継続するための取組

の支援を通じて、多面的機能の発揮を促進するとともに地域の活性化を図り

ます。

イ 多面的機能を発揮する環境づくり

○ 地域の営農活動や立地条件に応じた農業生産基盤及び農村生活環境の整備

を総合的に推進します。

○ 自然生態系の保全や良好な農村景観の形成に向けて、地域の景観や環境に

配慮した整備を推進するとともに、地域住民が参画する景観保全活動などを

支援します。

（２）農業・農村の多面的機能を発揮する取組の推進

（１）地域の特色ある資源を活かした農村づくりの促進

６ 活力に満ち、心豊かに暮らしていける農村づくり
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○ 農村ならではの良好な景観の形成と農業的土地利用の誘導等を図るため、

景観計画区域における景観農業振興地域整備計画の策定を促進します。

子どもたちの農業体験学習をはじめとする、「農業」や「食」、「自然環境」など

に関する教育の場を積極的に提供するとともに、美しい景観や新鮮でおいしい農

産物など、農村の魅力を最大限に活かしたグリーン・ツーリズムを推進し、都市

と農村との交流を一層促進します。

ア 農業・農村に対する理解の促進

○ 農業・農村が果たしている役割等に対する道民の理解を促進するため、都

市住民との交流活動に意欲的な農業者の農場を「ふれあいファーム」として

登録し、その取組の周知を図るとともに、都市住民と農業者を結ぶ情報誌を

発行します。

○ 子供たちをはじめとする地域住民の方々に食と農を身近なものと感じ、地

域の産業として認識してもらうよう、農業現場や教育機関などにおいて、食

農教育を積極的に推進します。

イ グリーン・ツーリズムの推進

○ 農村地域の持つ豊かな自然や食などを活用した都市と農村との交流に資す

る活動などを推進します。

○ 子どもたちが農業・農村への理解を深め、豊かな人間性などを育む効果が

期待される農業体験や農村での宿泊体験の受入体制の整備を推進します。

ウ 農村移住・定住の促進

○ 道内への移住・定住や多様な担い手の確保を促進するため、Ｕターン、Ｉ

ターンをはじめ定年帰農などの就農希望者に対する移住・定住に向けた受入

情報などを積極的に収集・発信します。

農村ならではのゆとりある生活空間や安全で快適な生活環境の整備を推進すると

ともに、「農」と「福祉」などとの連携を図りながら、高齢者や障がい者にもやさ

しい安心して暮らせる生活の場づくりを進めます。

（４）快適で安心して暮らせる生活の場づくり

（３）都市と農村の交流の促進
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ア 安全で快適な生活環境の整備

○ 農村地域の快適性と安全性の確保を図るため、飲雑用水施設や集落排水施

設などの生活環境を整備するとともに、農地及び農業水利施設等の適切な保

全と防災対策を推進します。

○ 都市と農村の交流を図るための活性化施設や市民農園などを農業生産基盤

と一体的に整備します。

イ 誰もが安心して暮らすための社会サービスの充実

○ 農業者年金制度の普及・啓発を進めるなど農業者の老後の生活の安定を図

るとともに、担い手の確保に努めます。

○ 高齢者、障がい者、子どもなどが地域住民と集い、お互いに支え合いなが

ら安心して地域で生活することができる「共生型地域福祉拠点」の設置を進

めます。

○ 誰もが地域で安心して暮らし続けることができるよう医療や保健・福祉サ

ービスの充実を図るため、在宅生活を支える福祉・介護サービスに関わる人

材の育成・確保、効率的な医療提供体制の整備などを推進します。


